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(57)【要約】
【課題】パネル板の裏面に断熱材が設けられた複数の床
パネルを、これの上面が土台の上面と面一となるように
敷並べて設置することができると共に、全周にわたって
バランス良く本締めして固定することができるパネル床
構造を提供する。
【解決手段】４方が土台１２によって囲まれるパネル設
置開口面２０に、床パネル１３，１４，１５を縦横に連
設して敷並べることにより床下地面２２を形成するパネ
ル床構造１０であって、土台１２の内側面に沿って棒状
受台２３が取り付けられている。床パネル１３，１４，
１５の側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａは、棒状受台
２３に載置されて、これの上面を、土台１２の上面と面
一に配した状態で土台１２から支持される。パネル板１
７の上面から棒状受台２３に向けて、複数の固定釘２４
ｂを、土台１２に沿った方向に間隔をおいて直列状に打
ち込むことで、側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａが棒
状受台２３に固定される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
４方が土台によって囲まれるパネル設置開口面に、矩形又は正方形の平面形状を有するパ
ネル板の裏面に断熱材が設けられた複数の床パネルを、前記土台に沿って配置される側縁
載置部を前記土台に支持させると共に、前記土台と離間して配置される角部分を鋼製束に
よって支持させ、且つ隣接して配置される各一対の床パネルの側縁部の連設箇所において
は、一方の床パネルの側縁載置部を他方の床パネルの側縁被載置部に重ね合わせることで
重合せ接合部を形成して、縦横に連設して敷並べることにより床下地面を形成するパネル
床構造であって、
　前記土台の内側面に沿って、当該土台の上面から前記パネル板の厚さ分低い位置に、棒
状受台が取り付けられており、
　前記床パネルの前記土台に沿って配置される側縁載置部は、前記棒状受台に載置されて
、当該側縁載置部における前記パネル板の上面を、前記土台の上面と面一又は略面一に配
した状態で、前記棒状受台を介して前記土台から支持されるようになっていると共に、前
記パネル板の上面から前記棒状受台に向けて、複数の固定ビス又は固定釘を、前記土台に
沿った方向に間隔をおいて直列状に打ち込むことで、前記棒状受台に固定されるようにな
っているパネル床構造。
【請求項２】
前記土台の上面と、前記土台に沿って配置される側縁載置部の前記パネル板の上面との隙
間を覆って、気密テープが貼り付けられている請求項１記載のパネル床構造。
【請求項３】
隣接して配置された前記床パネルの前記パネル板の上面の間の隙間を覆って、気密テープ
が貼り付けられている請求項２記載のパネル床構造。
【請求項４】
連設して敷並べられた前記複数の床パネルのうちの少なくとも一部は、前記パネル板の前
記矩形又は正方形の平面形状の少なくとも一辺に沿った側縁部が、前記床パネルの前記側
縁載置部を形成しており、該側縁載置部以外の辺に沿って、前記パネル板の裏面に接合さ
れて当該裏面から側方に張出して取り付けられた帯状連結板が、前記側縁被載置部を形成
している床パネルとなっている請求項１～３のいずれか１項記載のパネル床構造。
【請求項５】
連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの少なくとも一部は、前記パネル板の裏
面において、前記断熱材が、前記側縁載置部及び前記帯状連結板以外の部分に、前記帯状
連結板材と同様の厚さで取り付けられている床パネルとなっている請求項４記載のパネル
床構造。
【請求項６】
連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの少なくとも一部は、前記パネル板の裏
面の中央部分を横断するようにして、帯状補強板が、前記帯状連結板と平行に延設して取
り付けられており、前記パネル板の裏面において、前記断熱材が、前記側縁載置部、前記
帯状連結板、及び帯状補強板以外の部分に、前記帯状連結板と同様の厚さで取り付けられ
ている床パネルとなっている請求項５記載のパネル床構造。
【請求項７】
連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの少なくとも一部は、前記断熱材の裏面
に配置されて、第２断熱材が、前記パネル板の略全体を下方から一体として覆って取り付
けられている床パネルとなっている請求項４又は６記載のパネル床構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パネル床構造に関し、特に、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の
裏面に断熱材が設けられた複数の床パネルを、縦横に連設して敷並べることにより床下地
面を形成するパネル床構造に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来より、例えば住宅建築物等の木造の建物の１階部分の床構造として、布基礎やベタ
基礎の立上り部分の上端面に固定した土台に両端部を支持させて、大引を架設した状態で
設置すると共に、架設した大引の中間部分を束部材や補強梁によって適宜補強し、さらに
床根太を配置して構造用合板等からなる床下地材を敷設することで、床下地面を形成する
ものが一般的に知られている。
【０００３】
　一方、このような大引を用いた床構造では、構成が複雑になと共に、施工も煩雑になる
ことから、これに代わるものとして、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の裏面
に断熱材が設けられた、複数の床パネルを用いた床構造が開発されている（例えば、特許
文献１参照）。特許文献１の床構造では、パネル板の裏面に断熱材が設けられた複数の床
パネルを、土台に沿って配置される側縁載置部を土台に支持させると共に、土台と離間し
て配置される角部分を鋼製束によって支持させ、且つ隣接して配置される各一対の床パネ
ルの側縁部の連設箇所においては、一方の床パネルの側縁載置部を他方の床パネルの側縁
被載置部に重ね合わせることで重合せ接合部を形成して、縦横に連設して敷並べることに
より床下地面を形成するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２４９９９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の複数の床パネルを用いた床構造では、土台に隣接して取り
付けられた床パネルは、土台に沿って配置されるパネル板の側縁載置部が、床パネルの角
部および中間部を受けるよう位置決めされて土台の内側面にビス留めと接着剤とを併用し
て固定された、鋼板製の本体と長方形状の受け板とからなる土台側受け部材に載置される
と共に、当該土台側受け部材にビス留め固定されて土台に接合されることで、好ましくは
側縁載置部のパネル板の上面を、土台の上面と面一又は略面一に配した状態で、土台から
支持されるようになっている。
【０００６】
　このため、土台に隣接して取り付けられる床パネルを、好ましくは土台に沿って配置さ
れる側縁載置部の上面が土台の上面と面一又は略面一となるように取り付けるための、鋼
板製の本体と長方形状の受け板とからなる土台側受け部材を用いた構造が、必ずしも簡素
化されているとは言えないことから、さらに容易に施工することができると共に、さらに
簡易な構成を備える、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の裏面に断熱材が設け
られた複数の床パネルを用いた床構造の開発が望まれている。
【０００７】
　また、特に、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の裏面に断熱材が設けられた
複数の床パネルを用いた床構造では、４方が土台によって囲まれるパネル設置開口面を覆
って、複数の床パネルを縦横に連設して敷並べた後に、敷並べた床パネルを安定した足場
面として、敷並べた床パネルの上方からの作業によって、固定釘や固定ビスを各接合箇所
に打ち込むことによるパネルの本締めが行われることになるが、特許文献１の床構造では
、このような固定釘や固定ビスの打ち込みが、土台に沿って配置される側縁載置部のパネ
ル板においては、床パネルの角部や中間部の、土台側受け部材に載置されている部分に対
して集中して行われることになるため、土台に隣接して取り付けられる床パネルを、これ
の全周にわたってバランス良く本締めしてゆくことが困難になる。
【０００８】
　本発明は、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の裏面に断熱材が設けられた複
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数の床パネルを、より簡易な構成によって、パネル板の上面と土台の上面とが面一又は略
面一となるように容易に敷並べて設置することができると共に、土台に隣接して取り付け
られる床パネルを、これの全周にわたってバランス良く本締めして固定することのできる
パネル床構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、４方が土台によって囲まれるパネル設置開口面に、矩形又は正方形の平面形
状を有するパネル板の裏面に断熱材が設けられた複数の床パネルを、前記土台に沿って配
置される側縁載置部を前記土台に支持させると共に、前記土台と離間して配置される角部
分を鋼製束によって支持させ、且つ隣接して配置される各一対の床パネルの側縁部の連設
箇所においては、一方の床パネルの側縁載置部を他方の床パネルの側縁被載置部に重ね合
わせることで重合せ接合部を形成して、縦横に連設して敷並べることにより床下地面を形
成するパネル床構造であって、前記土台の内側面に沿って、当該土台の上面から前記パネ
ル板の厚さ分低い位置に、棒状受台が取り付けられており、前記床パネルの前記土台に沿
って配置される側縁載置部は、前記棒状受台に載置されて、当該側縁載置部における前記
パネル板の上面を、前記土台の上面と面一又は略面一に配した状態で、前記棒状受台を介
して前記土台から支持されるようになっていると共に、前記パネル板の上面から前記棒状
受台に向けて、複数の固定ビス又は固定釘を、前記土台に沿った方向に間隔をおいて直列
状に打ち込むことで、前記棒状受台に固定されるようになっているパネル床構造を提供す
ることにより、上記目的を達成したものである。
【００１０】
　そして、本発明のパネル床構造は、前記土台の上面と、前記土台に沿って配置される側
縁載置部の前記パネル板の上面との隙間を覆って、気密テープが貼り付けられていること
が好ましい。
【００１１】
　また、本発明のパネル床構造は、隣接して配置された前記床パネルの前記パネル板の上
面の間の隙間を覆って、気密テープが貼り付けられていることが好ましい。
【００１２】
　さらに、本発明のパネル床構造は、連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの
少なくとも一部が、前記パネル板の前記矩形又は正方形の平面形状の少なくとも一辺に沿
った側縁部が、前記床パネルの前記側縁載置部を形成しており、該側縁載置部以外の辺に
沿って、前記パネル板の裏面に接合されて当該裏面から側方に張出して取り付けられた帯
状連結板が、前記側縁被載置部を形成している床パネルとなっていることが好ましい。
【００１３】
　さらにまた、本発明のパネル床構造は、連設して敷並べられる前記複数の床パネルのう
ちの少なくとも一部が、前記パネル板の裏面において、前記断熱材が、前記側縁載置部及
び前記帯状連結板以外の部分に、前記帯状連結板材と同様の厚さで取り付けられている床
パネルとなっていることが好ましい。
【００１４】
　また、本発明のパネル床構造は、連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの少
なくとも一部が、前記パネル板の裏面の中央部分を横断するようにして、帯状補強板が、
前記帯状連結板と平行に延設して取り付けられており、前記パネル板の裏面において、前
記断熱材が、前記側縁載置部、前記帯状連結板、及び帯状補強板以外の部分に、前記帯状
連結板と同様の厚さで取り付けられている床パネルとなっていることが好ましい。
【００１５】
　さらに、本発明のパネル床構造は、連設して敷並べられる前記複数の床パネルのうちの
少なくとも一部が、前記断熱材の裏面に配置されて、第２断熱材が、前記パネル板の略全
体を下方から一体として覆って取り付けられている床パネルとなっていることが好ましい
。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明のパネル床構造によれば、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板の裏面に
断熱材が設けられた複数の床パネルを、より簡易な構成によって、パネル板の上面と土台
の上面とが面一又は略面一となるように容易に敷並べて設置することができると共に、土
台に隣接して取り付けられる床パネルを、これの全周にわたってバランス良く本締めして
固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の好ましい一実施形態に係るパネル床構造の構成を説明する要部斜視図で
ある。
【図２】本発明の好ましい一実施形態に係るパネル床構造の構成を説明する、図３のＡ－
Ａに沿った断面図である。
【図３】本発明の好ましい一実施形態に係るパネル床構造の構成を説明する上面図である
。
【図４】図１のＢ部拡大図である。
【図５】第１床パネルの分解斜視図である。
【図６】鋼製束の側面図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は、床パネルの他の形態を例示する上面図である。
【図８】本締めの施工情況を説明する斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の好ましい一実施形態に係るパネル床構造１０は、図１～図３に示すように、建
物として例えば木造戸建の住宅建築物において、ベタ基礎１１の立上り部１１ａの上端面
に固定された土台１２によって４方を囲まれる矩形形状のパネル設置開口面２０に、複数
の床パネル１３，１４，１５を、土台１２に沿って配置される側縁載置部１３ａ，１４ａ
，１５ａを土台１２に支持させると共に、土台１２と離間して配置される角部分１３ｂ，
１４ｂ，１５ｂを鋼製束１６によって支持させて、縦横に連設して敷並べることにより床
下地面を形成するための構造として採用されたものである。また、本実施形態のパネル床
構造１０は、床パネル１３，１４，１５を構成する矩形又は正方形の平面形状を有するパ
ネル板１７の上面を、簡易な構成によって、土台１２の上面と面一又は略面一に配置させ
ると共に、特に土台１２に隣接して取り付けられる床パネル１３，１４，１５を、固定ビ
ス２４ａや固定釘２４ｂを用いて、これらの全周にわたってバランス良く本締めした状態
で固定できるようにする機能を備える。
【００１９】
　そして、本実施形態のパネル床構造１０は、４方が土台１２によって囲まれるパネル設
置開口面２０に、矩形又は正方形の平面形状を有するパネル板１７の裏面に断熱材１８ａ
，１８ｂ（図２参照）が設けられた複数の床パネル１３，１４，１５を、土台１２に沿っ
て配置される側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａを土台１２に支持させると共に、土台１
２と離間して配置される角部分１３ｂ，１４ｂ，１５ｂを鋼製束１６によって支持させ、
且つ隣接して配置される各一対の床パネル１３，１４，１５の側縁部の連設箇所において
は、一方の床パネル１３，１４，１５の側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａを他方の床パ
ネル１３，１４，１５の側縁被載置部１３ｃ，１４ｃに重ね合わせることで重合せ接合部
１９を形成して、縦横に連設して敷並べることにより床下地面２２を形成する床構造であ
って、土台１２の内側面に沿って、当該土台１２の上面からパネル板１７の厚さ分低い位
置に、棒状受台２３が取り付けられている。床パネル１３，１４，１５の土台１２に沿っ
て配置される側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａは、棒状受台２３に載置されて、当該側
縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａにおけるパネル板１７の上面を、土台１２の上面と面一
又は略面一に配した状態で、棒状受台２３を介して土台１２から支持されるようになって
いると共に、パネル板１７の上面から棒状受台２３に向けて、複数の固定ビス２４ａ又は
固定釘２４ｂを、土台１２に沿った方向に間隔をおいて直列状に打ち込むことで、棒状受
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台２３に固定されるようになっている。
【００２０】
　また、本実施形態では、土台１２の上面と、土台１２に沿って配置される側縁載置部１
３ａ，１４ａ，１５ａのパネル板１７の上面との隙間を覆って、気密テープ２５（図２、
図３参照）が貼り付けられており、隣接して配置された床パネル１３ａ，１４ａ，１５ａ
のパネル板１７の上面の間の隙間を覆って、気密テープ２５が貼り付けられている。
【００２１】
　本実施形態では、建物の基礎１１は、建物の直下部分の地盤面を覆って形成される底盤
部１１ｂと、底盤部１１ｂから立設して、建物の外壁や仕切り壁の直下部分に形成される
立上り部１１ａとからなるベタ基礎となっている。ベタ基礎１１の立上り部１１ａの上端
面には、例えば１０５×１０５ｍｍの正方形の断面形状を有する木製の角材からなる土台
１２が、好ましくは基礎パッキン４０を介在させて、当該上端面に沿って延設配置されて
取り付けられている。土台１２の上には、外壁や仕切り壁の骨組みを構成する柱４１（図
１参照）が、立設配置されて取り付けられている。本実施形態では、土台１２によって４
方を囲まれる３畳程度の広さの区画を１施工ブロックのパネル設置開口面２０として、６
枚の床パネル１３，１４，１５と、２本の鋼製束１６とを用いて、床下地面２２が形成さ
れるようになっている。
【００２２】
　また、本実施形態では、パネル設置開口面２０の４方を囲う土台１２の内側面には、棒
状受台２３が、いわゆる「きわ根太」として、好ましくは周方向に連続して、４方の土台
１２の全周にわたって取り付けられている。棒状受台２３は、本実施形態では、例えば幅
４５ｍｍ程度、高さ６０ｍｍ程度の大きさの矩形の断面形状を有する木製の角材からなる
。棒状受台２３は、土台１２の内側面において、その天面を、土台１２の上面からパネル
板１７の厚さ分低い位置として、例えば２４ｍｍ程度低い位置に配置した状態で、例えば
接着剤と固定釘とを併用することで、当該内側面に容易に且つ強固に固定される。
【００２３】
　４方が土台１２によって囲まれるパネル設置開口面２０に敷並べて設置される床パネル
１３，１４，１５は、本実施形態では、２枚の標準床パネル１３と、３枚の第１補助床パ
ネル１４と、１枚の第２補助床パネル１５とからなる。標準床パネル１３は、図５及び図
７（ａ）にも示すように、上記特許文献１（特開２００９－２４９９９７号公報）に開示
された第１パネルと略同様の構成を備えており、例えば縦横９０８ｍｍ程度の正方形の平
面形状を備える、厚さが２４ｍｍ程度の構造用合板からなるパネル板１７の、１箇所の角
部を挟んだ２辺に沿った側縁部が、当該標準床パネル１３の側縁載置部１３ａを形成して
いる床パネルとなっている。
【００２４】
　また、標準床パネル１３は、側縁載置部１３ａ以外の他の２辺に沿って、パネル板１７
の裏面に接合されて当該裏面から側方に張出して各々取り付けられた、例えば幅９０ｍｍ
程度、厚さ３０ｍｍ程度の構造用ＬＶＬ材からなる帯状連結板２６の張出し部分が、側縁
被載置部１３ｃを形成している床パネルとなっている。帯状連結板２６は、パネル板１７
の上面側から固定釘２５ｂを所定のピッチで打ち込むことによって、パネル板１７に一体
として取り付けられる。
【００２５】
　さらに、標準床パネル１３は、パネル板１７の裏面において、例えば押出法ポリスチレ
ンフォーム等からなる断熱材１８ａ（図５参照）が、側縁載置部１３ａ及び帯状連結板２
６以外の部分に、帯状連結板材２６と同様の厚さとして、例えば３０ｍｍ程度の厚さで取
り付けられている床パネルとなっている。断熱材１８ａは、例えば接着剤２８ａや断熱材
取付用タッカー２８ｂを介して、パネル板１７の裏面に一体として取り付けられる。
【００２６】
　さらにまた、標準床パネル１３は、パネル板１７の裏面の中央部分を横断するようにし
て、例えば幅９０ｍｍ程度、厚さ３０ｍｍ程度の構造用ＬＶＬ材からなる帯状補強板２７
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が、帯状連結板２６と平行に延設して取り付けられており、パネル板１７の裏面において
、例えば押出法ポリスチレンフォーム等からなる断熱材１８ａが、側縁載置部１３ａ、帯
状連結板２６、及び帯状補強板２７以外の部分に、帯状連結板材２６と同様の厚さとして
、例えば３０ｍｍ程度の厚さで取り付けられている床パネルとなっている。
【００２７】
　また、標準床パネル１３は、断熱材１８ａの裏面に配置されて、例えば押出法ポリスチ
レンフォーム等からなる第２断熱材１８ｂが、パネル板１７の略全体を下方から一体とし
て覆って取り付けられている床パネルとなっている。第２断熱材１８ｂは、例えば接着剤
２８ａや断熱材取付用タッカー２８ｂを介して、パネル板１７の裏面に一体として取り付
けられる。
【００２８】
　第１補助床パネル１４は、図２、図３、及び図７（ｂ）に示すように、上記特許文献１
（特開２００９－２４９９９７号公報）に開示された第２パネルや第３パネルと略同様の
構成を備えており、例えば縦横８００×９０８ｍｍ程度の矩形の平面形状を備える、厚さ
が２４ｍｍ程度の構造用合板からなるパネル板１７の、３辺に沿った側縁部が、当該第１
補助床パネル１４の側縁載置部１４ａを形成している床パネルとなっている。
【００２９】
　また、第１補助床パネル１４は、側縁載置部１４ａ以外の残りの他の１辺に沿って、パ
ネル板１７の裏面に接合されて当該裏面から側方に張出して各々取り付けられた、例えば
幅９０ｍｍ程度、厚さ３０ｍｍ程度の構造用ＬＶＬ材からなる帯状連結板２６の張出し部
分が、側縁被載置部１４ｃを形成している床パネルとなっている。
【００３０】
　さらに、第１補助床パネル１４は、パネル板１７の裏面の中央部分を横断するようにし
て、例えば幅９０ｍｍ程度、厚さ３０ｍｍ程度の構造用ＬＶＬ材からなる帯状補強板２７
が、帯状連結板２６と垂直に延設して取り付けられており、パネル板１７の裏面において
、例えば押出法ポリスチレンフォーム等からなる断熱材１８ａが、側縁載置部１４ａ、帯
状連結板２６、及び帯状補強板２７以外の部分に、帯状連結板材２６と同様の厚さとして
、例えば３０ｍｍ程度の厚さで取り付けられている床パネルとなっている。また第１補助
床パネル１４は、断熱材１８ａの裏面に配置されて、例えば押出法ポリスチレンフォーム
等からなる第２断熱材１８ｂが、パネル板１７の略全体を下方から一体として覆って取り
付けられている床パネルとなっている。
【００３１】
　第２補助床パネル１５は、図２、図３、及び図７（ｃ）に示すように、上記特許文献１
（特開２００９－２４９９９７号公報）に開示された第４パネルと略同様の構成を備えて
おり、例えば縦横８００×９０８ｍｍ程度の矩形の平面形状を備える、厚さが２４ｍｍ程
度の構造用合板からなるパネル板１７の、４辺に沿った側縁部が、当該第２補助床パネル
１５の側縁載置部１５ａを形成している床パネルとなっている。
【００３２】
　また、第２補助床パネル１５には、帯状連結板２６による側縁被載置部は形成されてお
らず、パネル板１７の裏面の中央部分を横断するようにして、例えば幅９０ｍｍ程度、厚
さ３０ｍｍ程度の構造用ＬＶＬ材からなる帯状補強板２７が、パネル板１７の長辺と平行
に延設して取り付けられている床パネルとなっている。
【００３３】
　さらに、第２補助床パネル１５は、パネル板１７の裏面において、例えば押出法ポリス
チレンフォーム等からなる断熱材１８ａが、側縁載置部１５ａ、及び帯状補強板２７以外
の部分に、帯状補強板材２７と同様の厚さとして、例えば３０ｍｍ程度の厚さで取り付け
られており、また断熱材１８ａの裏面に配置されて、例えば押出法ポリスチレンフォーム
等からなる第２断熱材１８ｂが、パネル板１７の略全体を下方から一体として覆って取り
付けられている床パネルとなっている。
【００３４】
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　土台１２と離間して配置された床パネル１３，１４，１５の角部分１３ｂ，１４ｂ，１
５ｂを支持する鋼製束１６は、図１、図２、及び図６に示すように、上記特許文献１（特
開２００９－２４９９９７号公報）に開示された鋼製束と略同様の構成を備えている。す
なわち、鋼製束１６は、上端部に配置される天板部２９と、下端部に配置されるベース部
３０と、天板部２９とベース部３０との間に配置される支持脚部３１とからなる。
【００３５】
　本実施形態では、天板部２９は、例えば一辺の長さが９０ｍｍ程度の正方形の平面形状
を有する、厚さが２４ｍｍ程度の構造用合板からなる。天板部２９は、これの中央部分に
形成された係止孔２９ａ（図１参照）の内側に、支持脚部３１を構成する管体３１ａの上
端部分を装着係止すると共に、管体３１ａの外側に張り出して設けられた張出し顎部３１
ｂによって、座金部材３１ｃを介在させて下面を支持させた状態で（図６参照）、支持脚
部３１の上端部に取り付けられる。
【００３６】
　ベース部３０は、例えば一辺の長さが８０ｍｍ程度の正方形の平面形状を有する、金属
製のプレート部材からなる。ベース部３０には、例えばコンクリート釘を打ち込んでベタ
基礎１１の底盤部１１ｂに当該ベース部３０を固定するためのビス孔や、補強リブが設け
られている。また、ベース部３０には、これの中央部分から立設して、雄ネジロッド３０
ａが、回転可能に一体として取り付けられている。この雄ネジロッド３０ａには、高さ調
整ナットや、ロックナット等が取り付けられている。雄ネジロッド３０ａには、支持脚部
３１を構成する管体３１ａの下端部内側に一体として固着されたブッシュナットが、螺合
装着されている。これによって、雄ネジロッド３０ａの回転操作により、鋼製束１６の高
さ（長さ）を適宜容易に調整できるようになっている。
【００３７】
　支持脚部３１は、上述のように、例えばφ２２．２～２４．４ｍｍ程度の鋼製のパイプ
部材である管体３１ａからなり、これの上端部には、上述のように、張出し顎部３１ｂが
形成されていると共に、これの下端部内側には、上述のように、ブッシュナットが一体と
して固着されている。管体３１ａによる支持脚部３１は、例えば２００～５３０ｍｍ程度
の長さを備えており、これによって鋼製束１６は、ベース部３０の下面から天板部２９の
上面までの高さである束高さを、例えば２５５～５８５ｍｍ程度の範囲で、適宜容易に調
整できるようになっている。
【００３８】
　なお、本実施形態では、土台１２や、土台１２の内側面に沿って取り付けられる棒状受
台２３や、床パネル１３，１４，１５を構成するパネル板１７、帯状連結板２６、帯状補
強板２７や、鋼製束１６を構成する天板部２９等の木製材料には、これらの部材を取付け
る前に、又は取り付けた後に、防腐・防蟻処理を適宜施しておくことがことが好ましい。
【００３９】
　上述の各構成部材を用いて、本実施形態のパネル床構造１０を形成するには、例えば土
台１２によって４方を囲まれる３畳程度の広さの区画を１施工ブロックとして、当該施工
ブロックのパネル設置開口面２０用に予め梱包された、床パネル１３，１４，１５等の構
成部材を用いて、当該施工ブロックのパネル床構造１０の組み立てを行なう。
【００４０】
　すなわち、本実施形態のパネル床構造１０を形成するには、まず、土台１２の内周面に
沿って、棒状受台２３を、土台１２の上面からパネル板１７の厚さ分低い位置として、当
該上面から例えば２４ｍｍ下がった位置に天面を位置合わせした状態で、例えば固定釘と
接着剤とを併用することによって固定する。棒状受台２３の位置合わせは、例えばパネル
板１７を形成する際に生じた、構造用合板の端材を用いて容易に行なうことができる。
【００４１】
　次に、図１に示すように、パネル設置開口面２０の角部分に、標準床パネル１３を、こ
れの一対の側縁載置部１３ａの間の角部を土台１２のコーナー部内面に位置合わせしなが
ら、各々の側縁載置部１３ａを、土台１２のコーナー部両側の棒状受台２３の上に乗せ掛
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ける。また、標準床パネル１３の、土台１２と離間して配置される角部分１３ｂを、鋼製
束１６によって下方から支持する。
【００４２】
　ここで、本実施形態では、図４にも示すように、標準床パネル１３の土台１２と離間し
て配置される角部分１３ｂは、当該角部分１３ｂを挟んだ両側に設けられた、パネル板１
７の裏面から側方に張出して取り付けられた一対の帯状連結板２６の交差接合部分となっ
ている。また、当該角部分１３ｂにおいて、標準床パネル１３の断熱材１８ａの裏面に配
置されてパネル板１７の略全体を下方から一体として覆う第２断熱材１８ｂには、鋼製束
１６の天板部２９が納まる形状に切り欠かれた切り欠き部１８ｃが形成されている（図５
参照）。この切り欠き部１８ｃに鋼製束１６の天板部２９が配置されることで、鋼製束１
６は、標準床パネル１３における一対の帯状連結板２６の交差接合部分において、天板部
２９を下方から帯状連結板２６に直接密着させて支持することが可能になる。これによっ
て、標準床パネル１３の角部分１３ｂを、より安定した状態で支持することが可能になる
。
【００４３】
　パネル設置開口面２０の角部分に設置された標準床パネル１３の一対の帯状連結板２６
の交差接合部分に、鋼製束１６を位置合わせしたら、パネル板１７の上面側から鋼製束１
６の天板部２９に向けて固定ビス２４ａを打ち込むことで、パネル板１７と鋼製束１６と
を接続する。
【００４４】
　パネル設置開口面２０の角部分に標準床パネル１３を設置したら、図１に示すように、
パネル設置開口面２０の長手方向に隣接させて、次の標準床パネル１３の仮敷き込みを行
なう。このような仮敷き込みは、次の標準床パネル１３の一対の側縁載置部１３ａのうち
の一方を、土台１２の内側面の棒状受台２３の上に乗せ掛けると共に、他方を、角部分に
先行して設置された標準床パネル１３の帯状連結板２６による側縁被載置部１３ｃの上に
乗せ掛け、且つ土台１２と離間して配置される角部分１３ｂを、上述と同様に鋼製束１６
によって支持することによって行なう。
【００４５】
　次の標準床パネル１３を設置したら、図２及び図３に示すように、パネル設置開口面２
０の長手方向に隣接させて、角部分に配置される第１補助床パネル１４の仮敷き込みを行
なう。このような仮敷き込みは、第１補助床パネル１４の３辺の側縁載置部１４ａのうち
の１辺を、先行して設置された次の標準床パネル１３の帯状連結板２６による側縁被載置
部１３ｃの上に乗せ掛けると共に、他の２辺を、土台１２のコーナー部両側の棒状受台２
３の上に各々乗せ掛けることによって行なう。
【００４６】
　上述のようにして、２枚の標準床パネル１３と１枚の第１補助床パネル１４とを、パネ
ル設置開口面２０の長手方向に１列に配置して仮敷き込みを行ったら、床鳴り等を防止で
きるようにするために、設定幅として例えば２ｍｍ程度の均等な幅の隙間が、床パネル１
３，１４の間に確保されるように調整した後に、各々の床パネル１３，１４の未だ固定ビ
ス２４ａが打ち込まれていない角部分に、パネル板１７の上面側から固定ビス２４ａを打
ち込むことにより、これらの床パネル１３，１４を固定する。
【００４７】
　床パネル１３，１４を１列に配置したら、これらの床パネル１３，１４の土台１２と離
間して配置される角部分１３ｂ，１４ｂを支持する鋼製束１６を固定すると共に、鋼製束
１６の高さを微調整する。鋼製束１６の固定は、ベース部３０に設けられたビス孔から、
ベタ基礎１１の底盤部１１ｂに向けて、コンクリート釘を、例えば高圧コンクリート釘打
ち機を用いて打ち込むことによって、スムーズに行うことができる。鋼製束１６の高さの
微調整は、例えばベース部３０に回転可能に取り付けられている雄ネジロッド３０ａの高
さ調整ナットを、スパナを用いて回転させることによって行うことが出来る。鋼製束１６
の高さを微調整して、床パネル１３，１４の床レベルを確認してから、ロックナットを締
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め付けて、雄ネジロッド３０ａが回転しないように固定する。
【００４８】
　２枚の標準床パネル１３と１枚の第１補助床パネル１４とを、パネル設置開口面２０の
長手方向に１列に設置したら、他の２枚の第１補助床パネル１４と、１枚の第２補助床パ
ネル１５とを、図３に示すように、パネル設置開口面２０の残りの部分を覆って、パネル
設置開口面２０の長手方向に１列に敷き込んで行く。すなわち、パネル設置開口面２０の
角部分に配置される第１補助床パネル１４の敷き込みは、当該第１補助床パネル１４の３
辺の側縁載置部１４ａのうちの１辺を、先行して敷き込まれた列の角部分の標準床パネル
１３の帯状連結板２６による側縁被載置部１３ｃの上に乗せ掛けると共に、他の２辺を、
土台１２のコーナー部の両側の棒状受台２３の上に各々乗せ掛けることによって行なう。
【００４９】
　また、角部分に敷き込まれた第１補助床パネル１４に隣接して配置される次の第１補助
床パネル１４の敷き込みは、当該次の第１補助床パネル１４の３辺の側縁載置部１４ａの
うちの２辺を、先行して敷き込まれた列の次の標準床パネル１３の帯状連結板２６による
側縁被載置部１３ｃの上、及び先行して敷き込まれた角部分の第１補助床パネル１４の帯
状連結板２６による側縁被載置部１４ｃの上に各々乗せ掛けると共に、他の１辺を、土台
１２の中間部分の棒状受台２３の上に乗せ掛けることによって行なう。
【００５０】
　さらに、パネル設置開口面２０の角部分に、貼り終いとして配置される第２補助床パネ
ル１５の敷き込みは、当該第２補助床パネル１５の４辺の側縁載置部１５ａのうちの２辺
を、先行して敷き込まれた列の角部分の第１補助床パネル１４の帯状連結板２６による側
縁被載置部１４ｃの上、及び先行して敷き込まれた次の第１補助床パネル１４の帯状連結
板２６による側縁被載置部１４ｃの上に各々乗せ掛けると共に、他の２辺を、土台１２の
コーナー部両側の棒状受台２３の上に各々乗せ掛けることによって行なう。
【００５１】
　これらの他の２枚の第１補助床パネル１４と１枚の第２補助床パネル１５もまた、例え
ば２ｍｍ程度の均等な幅の隙間が、床パネル１３，１４，１５の間に確保されるように調
整された後に、各々の床パネル１４，１５の角部分に、パネル板１７の上面側から固定ビ
ス２４ａが打ち込まれることによって、これらの床パネル１４，１５が固定される。
【００５２】
　土台１２の内側面に沿って取り付けられた棒状受台２３と鋼製束１６とによって支持さ
せて、パネル設置開口面２０の全体を覆って床パネル１３，１４，１５を敷き込んだら、
これらの床パネル１３，１４，１５の本締めを行なう。床パネル１３，１４，１５の本締
めは、床パネル１３，１４，１５の側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａの棒状受台２３へ
の乗せ掛け部分や、床パネル１３，１４，１５の側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａを他
の床パネル１３，１４の側縁被載置部１３ｃ，１４ｃに重ね合わせることによって形成さ
れた重合せ接合部１９に沿って、例えば５０ｍｍ程度の長さの多数の固定釘２４ｂを、所
定の間隔として例えば１５０ｍｍ程度の所定のピッチで、図８に示すように、床パネル１
３，１４，１５のパネル板１７の上面側から、自動釘打ち機５０を用いて直列状に打ち込
むことによって行なわれる。
【００５３】
　ここで、固定釘２４ｂを打ち込むことによる床パネル１３，１４，１５の本締めは、４
方が土台１２によって囲まれるパネル設置開口面２０を覆って敷き込まれた床パネル１３
，１４，１５を、安定した足場面として、効率良く且つスムーズに行うことが可能になる
。
【００５４】
　パネル設置開口面２０を覆って敷き込まれた床パネル１３，１４，１５の本締めが終了
したら、雨水等の浸入を防止するための対策として、気密テープ２５が、土台１２の上面
と、土台１２に沿って配置された側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａのパネル板１７の上
面との隙間を覆って貼り付けられると共に、気密テープ２５が、隣接して配置された床パ
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ネル１３，１４，１５のパネル板１７の上面の間の隙間を覆って貼り付けられる。ここで
、本実施形態では、側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａのパネル板１７の上面と、土台１
２の上面とが面一又は略面一に配されているので、これらの間の隙間を覆って貼り付けら
れる気密テープ２５の貼り付け作業を、容易に且つスムーズに行うことが可能になる。
【００５５】
　そして、上述の構成を備える本実施形態のパネル床構造１０によれば、矩形又は正方形
の平面形状を有するパネル板１７の裏面に断熱材１８ａ，１８ｂが設けられた複数の床パ
ネル１３，１４，１５を、より簡易な構成によって、パネル板１７の上面と土台１２の上
面とが面一又は略面一となるように容易に敷並べて設置することが可能になると共に、土
台１２に隣接して取り付けられる床パネル１３，１４，１５を、これの全周にわたってバ
ランス良く本締めして固定することが可能になる。
【００５６】
　すなわち、本実施形態によれば、パネル設置開口面２０を囲む４方の土台１２の内側面
に沿って、当該土台１２の上面からパネル板１７の厚さ分低い位置に、棒状受台２３が取
り付けられており、床パネル１３，１４，１５の土台１２に沿って配置される側縁載置部
１３ａ，１４ａ，１５ａは、これらの棒状受台２３に載置されて土台１２から支持される
ようになっているので、鋼板製の本体と長方形状の受け板とからなる複雑な構成の土台側
受け部材を用いることなく、ロッド状の角材からなる棒状受台２３を土台１２の内側面に
沿って取り付けただけの簡易な構成によって、床パネル１３，１４，１５の土台１２に沿
って配置される側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａの全体を、棒状受台２３によって均等
に、且つバランスよく支持することが可能になって、安定した床下地面を形成することが
可能になる。
【００５７】
　また、本実施形態によれば、床パネル１３，１４，１５の土台１２に沿って配置される
側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａは、ロッド状の角材からなる棒状受台２３に載置され
て土台１２から支持されるようになっているので、側縁載置部１３ａ，１４ａ，１５ａが
載置された、土台１２に沿って直線状に延設する棒状受台２３に向けて、複数の固定釘２
４ｂを、土台１２に沿った方向に所定の間隔をおいて直列状に連続させて容易に打ち込で
ゆくことが可能になる。これによって床パネルの側縁載置部の限られた部分のみが載置さ
れる土台側受け部材に向けて、複数の固定釘が集中して打ち込まれるものと比較して、土
台１２に隣接して取り付けられる床パネル１３，１４，１５を、これの全周にわたってバ
ランス良く本締めして固定することが可能になるので、さらに安定した床下地面を形成す
ることが可能になる。
【００５８】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されることなく種々の変更が可能である。例えば、
本発明のパネル床構造は、３畳程度の広さの区画を１施工ブロックのパネル設置開口面と
して、６枚の床パネルと２本の鋼製束とを用いて床下地面を形成する場合に限定されるも
のではなく、４方が土台によって囲まれる、種々の大きさや形状のパネル設置開口面に床
下地面を形成するべく採用することができる。また、床パネルの形状や、使用する枚数等
は、上記実施形態のものに限定されるものではなく、施工ブロックとなるパネル設置開口
面の形状や大きさ等に応じて、適宜設計することができる。床パネルとして、例えば床下
収納庫やこれの蓋パネルを備えるものを用いることもできる。
【符号の説明】
【００５９】
１０　パネル床構造
１１　ベタ基礎
１１ａ　立上り部
１２　土台
１３　標準床パネル
１３ａ，１４ａ，１５ａ　側縁載置部
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１３ｂ，１４ｂ，１５ｂ　土台と離間して配置される角部分
１３ｃ，１４ｃ，１５ｃ　側縁被載置部
１４　第１補助床パネル
１５　第２補助床パネル
１６　鋼製束
１７　パネル板
１８ａ，１８ｂ　断熱材
１９　重合せ接合部
２０　パネル設置開口面
２２　床下地面
２３　棒状受台
２４ａ　固定ビス
２４ｂ　固定釘
２５　気密テープ
２６　帯状連結板
２７　帯状補強板
２９　鋼製束の天板部
２９ａ　係止孔
３０　鋼製束のベース部
３０ａ　雄ネジロッド
３１　鋼製束の支持脚部
３１ａ　管体
５０　自動釘打ち機

【図１】 【図２】
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